
京都ミュージアムＰＢＬ科目

活動目的・概要

京都市動物園を活動場所として、大学生の目線で得た発見と感動をもとに京都市動物園の魅力を同
世代にPRする活動を行いました。まず、京都市動物園を含む動物園の役割を知ることから始めました。
京都市動物園の論文や記事及び、生き物・学び・研究センターセンター長の田中正之先生のお話から
動物園への理解を深めました。その結果「いのち」、「野生」、「SDGs」をテーマとした三つのグ
ループを作り企画立案をすることになりました。「いのち」は動物福祉への理解向上、「野生」は動
物の生態等への興味・関心の促進、「SDGs」は京都市動物園のSDGsの取組みの伝播を目的としました。

また、動物カメラマンの渡壁大さんによるワークショップを通じて動物園の動物と野生動物の違い
を考える機会を得ました。企画に対して、①主旨・目的を明確に、②ステージとターゲットの理解、
③実現のプロセスを検討するよう助言がありました。誰に何をどのように伝えたいのか企画を練りな
すことになり、ターゲットのニーズとグループの目的を一致させることに悩みました。実践にあたっ
て多くの改善点がありますが、参加して下さった来園者から笑顔が見られたことが印象的でした。

■受講生

■担当教員

◆主な活動（授業や自主活動も含め、自由に記載してください。必要に応じてフォントサイズ等も調整してください。）

開講大学：同志社大学 科目名 政策トピックス012

活動写真 活動写真

チーム名

2021.5.７ ガイダンス・自己紹介
2021.5.14 田中正之先生の講義
2021.5.21 自分が気になる論文の調査
2021.5.28 調べた論文の発表、グループ分け。
2021.6.４ Miroを用いた仮想動物園の作り方
2021.6.11 Miroでの仮想動物園作成
2021.6.18 動物園フィールドワーク
2021.6.25 各グループ企画中間発表
2021.7.2 企画準備等のグループ・ワーク

2021.7.4（日）動物カメラマン渡壁さんワークショップ
・グループ企画発表・渡壁さんからのフィードバック
2021.7.9 企画のまとめ、準備
2021.7.16 動物園でのイベント開催
2021.11.18 報告会に向けてのミーティング
2021.11.19以降発表準備
2021.11.26 ウエブサイト作成のミーティング
2021.11.27以降HP作成
2021.12.12 成果発表



活動の成果

京都ミュージアムＰＢＬ科目

いのちチーム

「動物福祉への理解向上」と「より幅広い層の来場客の取り込み」という２つのミッションを掲げ、掲
示物とルートマップの作成に取り組みました。掲示物の作成にあたって、より多くの来場客に動物たちの
生態や特技などについて知ってもらいたいという思いを持って検討しました。クイズを取り入れたり、動
物たちの性格などを紹介したり、来場客が動物との共通点を見つけて楽しめるような工夫を行いました。
一方、ルートを検討するにあたっては、「動物園の推し」、「かっこいい」、「かわいい」などといった
テーマを設けて、同じ動物園でもそれぞれの好みや気分などに合わせて園内を楽しめるようたくさんの
コースづくりを行いました。親しみをもってもらうよう手書きのマップを作成しました。

野生チーム

野生動物の魅力を通して動物の生態などに興味を持ってもらうべく課題に取り組みました。具体的には、
「アニマルスナップ」という企画を立案しました。来場者に、動物園を一周しながらスマホで撮った写真
を共有してもらい、それを人間とAIの2つの基準で採点するものです。それによって①動物の生態、しぐさ
や感情についてもっと興味をもってもらう、②動物園の新たな楽しみ方をつくる、③「一周したら終わ
り」という人にリピート周遊・来園させるきっかけをつくることが目的でした。イベント開催時はチーム
を超えて来場客に話しかけ、動物の魅力を伝える企画として実施することができました。

SDGｓチーム

SDGsという17の持続可能な開発目標に興味を持ち、京都市動物園ではどのようなSDGsの取り組みを行っ
ているのか資料等文献に加え、田中先生に現場を見せていただき調査しました。調べた内容をどのような
形で伝えようか、グループのメンバー皆で話し合いました。YouTubeを使って映像を見てもらう事で、様々
な人に京都市動物園のSDGsの取組みを知ってもらう事が出来るのではないかと考えました。その中では、
京都市動物園が実際に使っているゾウの糞を肥料に変える機械等を紹介することができ、貴重な物を
YouTubeを通じて発信することが出来たと思います。また、我々グループのメンバーが、このYouTube活動
を通じて京都市動物園の多様なSDGsの取組みの詳細を知ることが出来、とても有意義な活動となりました



活動を振り返って

いのちチーム：本講義での活動を通して、共通のゴールに向けて、協力して一つのものを作り上げて

いくことの難しさを学びました。異なる価値観を持ったメンバーが集まっているからこそ、コミュニ

ケーションを積極的に取ったうえで、各々の強みを活かし、お互いをカバーし合っていけるような関

係をつくることが重要であると感じました。 また、企画を進めていくなかで自分たちの伝えたい想

いを形にして表現していくことの難しさにも直面し、目的やターゲットを明確にしたり、評価をもと

に改善を行ったりしていくことの重要性を学びました。

野生チーム：動物園では様々な取組みや工夫がなされており、この活動を通じてより深く知ることが

できました。また、学んだことをどのように伝えていくか、みんなで試行錯誤しながらできたことが

良かったです。企画を考える際にターゲットや目的などをしっかり定めることが必要だということを

学びました。改善点もたくさんありますが、入念な準備の必要性を学ぶことができました。これまで

は、コロナ禍ということもあり課題を一人でこなすことが多かったのですが、チームとしての活動を

するうえで、何かを成功させるにはチームワークやコミュニケーション力が重要であると分かりまし

た。

SDGｓチーム：苦労した点は、YouTubeを作成するにあたって、京都市動物園に実際にいる私達は動物

の迫力であったり、糞の大きさ、臭いを肌身で感じることが出来ていますが、それを見ている人にど

のように表現して伝えたら良いのかということでした。YouTubeを作成するのは全員の力で上手くい

きました。しかし、上映会に来てもらえる人が少なかったことが残念でした。事前準備をしっかり

やっておけば良かったと感じました。もう少し事前準備を綿密に行い、一人でも多くの人に見てもら

えるようにすることを学びました。動物園は、動物を見てもらうのはもちろんの事、それ以外にも

SDGsのような環境保全活動を実際に行っていることが理解できました。

担当教員からのコメント

本科目は、動物園の寛大なご配慮を頂戴して、アイデアを試行することから学びを得るものでした。
課題発見とその解決策としてのアイデアは見つかるものの、それを満足のいくカタチとして実現させ
ることが容易ではないことを体感した様子でした。また、コロナ環境の影響を受け、スケジュールを
見直す必要がありました。学生たちのチームビルディングは時間がかかったようで、グループワーク
を通して様々な思いがあったことが報告書から伺えます。

共に考え主体的に行動すること，リーダーシップを発揮することを企図していたとおり、受講生た
ちにとって自らの潜在力に気付く機会になったと思います。このつながりを生かしてミュージアムを
改めて違う角度からみることを期待したいと思います。

本当に京都市動物園のご協力に心より感謝申し上げます。 服部篤子

京都ミュージアムＰＢＬ科目



活動資料

京都ミュージアムＰＢＬ科目

いのちチーム：掲示物とマップを作成し配布しました。

１．掲示物：動物の福祉や動物本来の生き方を楽しく解説しました。

２．マップ：様々なテーマに沿ったルートづくりをしました。

野生チーム アニマルスナップイベントを実施しました。

・イベントのチラシ

SDGｓチーム：京都市動物園のSDGｓの取組みを知って
もらうために、YouTubeの動画を作成しました。

YouTube動画のURL https://youtu.be/GToL7qDkFB4

活動の記録としてウェブサイトを作成しました。
活動を振り返り、自分達が学んだことや課題を
グループで話し合いました。

https://sites.google.com/view/pbl-zoo/


